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柚原市民福祉部長へ募金を手渡す児童

児童の思いを被災地へ
２月７日（火）　ハートピア古川

古川小児童が糸魚川大規模火災へ義援金

　古川小学校の福祉栽培委員会は、糸魚川大規模火災の
復興に役立ててもらおうと、募金活動を行い集めた義援金
を市（日本赤十字社飛騨市地区）へ届けました。
　同校では、福祉栽培委員会が毎年行っているユニセフ募
金と一緒に募金活動を行い、集まった募金のうち 50,000
円を同委員会の中谷恭子さん、岡田千佳さんがハートピア
古川を訪れ、柚原市民福祉部長へ手渡しました。
　委員長の中谷さんは「この募金で家を無くした人にまた
住めるようになってほしい」と話し、岡田さんは「早く元の生
活に戻ってほしい」と話しました。

ぎふアニメ聖地連合が発足
２月３日（金）　岐阜市

アニメを活用した地域振興へ

握手を交わす都竹市長と細江岐阜市長

　アニメを活用して地域振興に取り組む岐阜県内の８つの自
治体が連携し、アニメ聖地に関わる情報を共有しながら聖
地巡礼者へのおもてなしの向上や魅力ある地域づくりを目的
とした「ぎふアニメ聖地連合」の発足式が２月３日、岐阜市内
のホテルで開かれました。
　会長に選任された都竹市長は「聖地巡礼という新しいコン
テンツツーリズムに対する地域課題の共有と、共に勉強する
場を設け、各地域のおもてなしサービスの向上などに繋げて
いきたい。そして、ファンの方が何度も訪れたくなるような地
域を岐阜県全体で築いていきたい」と話されました。

生徒による発表の様子

ＹＣＫプロジェクト報告会が初開催
２月８日（水）　吉城高校

地域と連携した活動を報告

　吉城高校と地域が連携して実施したＹＣＫ（吉高地域キラ
メキ）プロジェクトの各活動内容について、参加した生徒の
代表が発表する報告会が２月８日、吉城高校で行われまし
た。
　ＹＣＫプロジェクトの４本の柱「地域観光」「地域福祉」
「地域教育」「地域防災」ごとに計11人の生徒が報告を行
い、課題解決能力を身につけるとともに、地域の未来を担う
志に向けての意識を共有しました。
　この日は、古川中学校の生徒や地域住民も参加し、生徒ら
の発表を聞きました。

賞状を手にする谷口さん（左）と都竹市長

文 部科学大臣賞に谷口さん（神岡中）が輝く
２月９日（木）　市長室

廃材を利用したものづくり

　神岡中学校２年の谷口刀稀耶さん（14）が第17回全国中
学校創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール技術部門
で文部科学大臣賞を受賞し、２月９日、都竹市長に受賞報告
を行いました。
　谷口さんは、廃材を利用し、ネジやクギなどをなるべく使
用せず、「廃材の新たな命」と題した机を作成しました。「得
意では無いけど、大工仕事が好きで、毎年木工作品を作って
いた。木工所に勤務する祖父に少し教えてもらいながら、こ
の机を作りました。受賞できて本当に嬉しいです。将来は建
具の職人になりたい」と市長に喜びを伝えました。

特
集

飛騨神岡高校一般開放講座「３Ｄ－ＣＡＤ＆３Ｄプリンター」

地元高校は地域の活力！

地域と共に活力ある学校にする取り組み
岐阜県立飛騨神岡高等学校

岐阜県立飛騨神岡高等学校創立20周年

th
Since1997 Anniversary

　１月28日（土）本校の設備を使い、一般の方に最先端のも
のづくりを体験していただこうと３Ｄ－ＣＡＤ（キャド）と３Ｄ
プリンターの講座を開講しました。当日は小中学生とその保
護者や中学校の先生など約20名の方に参加していただき、講
師は職員の他、工業技術系列電気系とロボット部の生徒４名
が務めさせていただきました。講座の内容は無償で使用でき
る高性能３Ｄ－ＣＡＤを使いネームプレートを設計。完成した
３次元データを使って３Ｄプリンターで出力しました。
　来年度もこのような講座を計画しますので、是非ご参加く
ださい。なお、材料費などの経費は飛騨市から支援をしていた
だきました。

第３回地域と共に活力ある学校づくり推進協議会
　２月２日（木）本年度最後となる「地域と共に活力ある学校づくり推進協議会」と「学校評議会」を合同で開催しました。飛
騨市長さんをはじめ多くの方にご出席いただき、今年度の取り組みの報告や今後の飛騨神岡高校と地域の活性化について議論
していただきました。
　また、今回は進路が決定し卒業を控えた３年生が「高校生活の３
年間を振り返って」というテーマで発表しました。各系列ごとに工
業技術系列から神岡町内の企業に内定した若月紳吏くん、ビジネ
ス会計系列で高山市内のホテルに内定した大山美鈴さん、文理２
系列で自衛隊曹候補生に内定した木村碧海さん、文理１系列から
国立大学に合格した西真優さんの４名が、自分の取り組みや高校生
活の思い出、将来の夢などを話しました。
　その発表の全文を飛騨市ホームページに掲載していただきまし
たので、ぜひご覧ください。

東京大学宇宙線研究所の大学院生との座談会
　２月３日（金）東京大学宇宙線研究所の大学院生と本校の４年制大学進学を考えている２年生との座談会を開きました。お
越しいただいたのは三代浩世希さん。本校生徒の質問に三代さんが答える形式で行い、高校と大学・大学院の違い、進学を志
した理由、受験生としての過ごし方のアドバイス、物理を選択した理由や
学習上のアドバイスなどを質問しました。三代さんは初め本校生徒の硬い
表情に戸惑い気味でしたが、話が進むにつれ生徒たちもリラックスし和や
かな雰囲気となりました。来年度、受験を控える生徒たちには、勉強や気
分転換の方法、心構えなど、とてもためになる座談会でした。
　本年度は１年生全員によるＫＡＧＲＡの見学、大学院生の方との交流が
２回、ＫＡＧＲＡの先生とのイングリッシュカフェ、ＫＡＧＲＡの先生と研
究員の方によるロボット部の訪問２回など東京大学宇宙線研究所と数多
くの交流をさせていただき、生徒たちにとって非常に良い刺激となりまし
た。来年度も引き続き連携を強めていく計画でいます。

飛騨神岡高等学校ホームページ
http://school.gifu-net.ed.jp/hidakami-hs/

QRコード
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地域ぐるみで山之村の自然を楽しむ
２月11日（土）　山之村小中学校

山之村校区雪上運動会が開催

参加した各都市の代表ら 古川祭の付け太鼓も披露されました

飛騨市の誇り「古川祭」を後世につなぐ
２月18日（土）　文化交流センター

山・鉾・屋台連合フェスティバルに約3000人

　昨年12月に国連教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」に登録された７都市（岐阜県飛騨市、高山市、
大垣市、富山県高岡市、魚津市、南砺市、石川県七尾市）の市長と祭保存会代表らが集まり、「飛濃越能　山・鉾・屋台連合フェス
ティバル」が開かれ、関係者や地域住民など約3000人が参加しました。
　フェスティバルは、ユネスコに登録された近隣都市で祭文化などの交流を深め、一体となってさらに盛り上げようと行われ、古川
祭の闘鶏楽のパフォーマンスを皮切りに各都市の代表がスピーチと映像などでそれぞれの祭を紹介しました。
　古川祭保存会による古川祭の紹介では、獅子舞や付け太鼓、屋台のからくり人形などが披露され、会場を盛り上げました。
　実行委員長の都竹市長は「ユネスコ登録を機に、近隣の方 と々交流を深め、それぞれの祭りを後世に引き継いでいきたい」と話し
ていました。
　会場では、各都市の祭紹介や物販ブースが設けられたほか、古川祭の屋台に飾られる見送り展も行われ人気を集めました。

スノーフラッグの様子

　神岡町森茂の山之村小中学校で山之村校区雪上運動会が
行われました。全校児童・生徒10人と地域住民ら合わせて約
50人が参加し、クロスカントリースキーやそり遊び、雪像作
りなどを楽しみました。
　この運動会は地域住民と学校が一体となり、山之村の自
然を楽しもうと、約10年前から毎年行われています。
　グラウンドの積雪は約２㍍で、雪が舞う中、参加者はクロ
スカントリーのリレー競技や、雪上を走って旗を取り合うス
ノーフラッグなどを楽しみました。
　また、今年の干支の「酉」をテーマにした雪像作りやそり
遊びなども楽しみました。

研究内容の冊子を手にする井上教授（流葉山荘にて）

カムランド実験などを含む研究が最高評価
２月20日（月）　神岡町

神岡での研究が世界をリード

　文部科学省は今年度の新学術領域研究の中間評価を発表
し、神岡でのカムランド実験を率いる東北大学の井上邦雄教
授が代表を務める「宇宙の歴史をひもとく地下素粒子原子
核研究」を唯一、最高評価としました。
　研究は現在も続けられており、２月中旬には神岡町内で研
究者約50名が集まり研究報告などが行われました。
　この研究は神岡で行われている、それぞれの地下実験に
おいて重要な「極低放射能技術」を結集し、相互に連携し観
測の精度を高めるために行われています。将来的にはビッグ
バンにより宇宙が誕生し、現在に至る過程を解明することが
期待されています。



▲移動販売車

▲小学生との企業訪問
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Ι
昨
年
の
三
月
に
市
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
一
年
を
振
り
返

る
と
？

　
充
実
し
た
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。飛
騨
市
の
潜
在
力

や
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
、す
ご
い
ま
ち
だ
と
改
め
て
感

動
し
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
し
て
皆
さ
ん
の
自
信
や
誇
り

に
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
を

現
場
に
出
て
、考
え
て
、取
り
組
ん

で
き
た
一
年
で
し
た
。

Ι
こ
の
一
年
で
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

　
あ
ま
り
に
も
印
象
的
な
こ
と
が

多
い
の
で
、選
ぶ
の
は
難
し
い
で

す
が
、や
は
り「
三
つ
の
チ
ャ
ン
ス

」、つ
ま
り
、梶
田
隆
章
先
生
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ス
ー

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
等
の
宇
宙
物

理
学
研
究
、「
君
の
名
は
。」の
大

ヒ
ッ
ト
、古
川
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録

は
外
せ
な
い
で
す
ね
。

Ι
市
長
と
し
て
飛
騨
市
を
見
つ
め

直
す
と
ど
う
で
し
た
か
？

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
面
白
い
こ
と

の
連
続
、新
し
い
発
見
の
連
続
で

Ι
情
報
発
信
と
い
え
ば
、市
長
は

毎
日Facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）を
更
新
し
て
い
ま
す
が
？

　Facebook

で
の
毎
日
の
情
報

発
信
は
市
長
に
な
る
前
か
ら
続
け

て
い
ま
す
が
、市
長
に
な
っ
て
か
ら

は
毎
日
の
出
来
事
や
考
え
た
こ
と

な
ど
を
か
な
り
詳
し
く
書
い
て
い

ま
す
。就
寝
前
に
更
新
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
ね
。市
長
っ
て
こ
う
い

う
こ
と
や
っ
て
い
る
の
か
、飛
騨

市
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
や
っ
て
い

る
の
か
、と
い
う
こ
と
が
直
接
に

伝
わ
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

Ι
平
成
29
年
度
予
算
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
思
い
が

あ
り
ま
す
か
？

　
現
場
に
出
て
自
分
の
目
で
見
た

り
、移
動
市
長
室
な
ど
を
通
し
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、考
え
た

こ
と
、議
会
で
議
論
し
た
こ
と
な

ど
を
カ
タ
チ
に
し
た
予
算
で
す
。

政
策
の
議
論
も
か
な
り
丁
寧
に
や

り
、将
来
の
財
政
運
営
も
考
え
な

が
ら
、自
分
と
し
て
は
精
魂
込
め

て
作
っ
た
と
い
う
思
い
で
す
。

Ι
市
長
が
掲
げ
る「
元
気
・
あ
ん

き
・
誇
り
」は
ど
う
反
映
さ
れ
ま
し

た
か
？

　
一
番
重
点
に
し
た
の
は「
あ
ん

き
な
飛
騨
市
づ
く
り
」で
す
。障
が

い
児
者
支
援
や
介
護
人
材
の
確

保
、医
療
体
制
の
確
保
な
ど
に
、真

正
面
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。こ

の
分
野
は
、地
方
自
治
体
の
「
本

務
」。飛
騨
市
が
全
国
ト
ッ
プ
だ
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
く
ら
い
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
元
気
」で
は
、先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
三
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す

こ
と
を
は
じ
め
、観
光
誘
客
に
つ

な
が
る
魅
力
づ
く
り
を
、「
誇
り
」

で
は
古
川
祭
や
山
城
群
な
ど
歴

史
・
文
化
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
特
に
重
点

に
し
た
つ
も
り
で
す
。

Ι
こ
れ
ま
で
は
仕
事
に
対
す
る
考

え
方
や
予
算
に
つ
い
て
話
を
伺
い

ま
し
た
が
、少
し
話
題
を
変
え
て
。

　
市
長
就
任
か
ら
、「
単
身
赴
任
」

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

寂
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
よ
く
み
な
さ
ん
に
聞
か
れ
る
質

問
で
す（
笑
）。長
男
が
岐
阜
市
の

高
校
に
進
学
し
た
関
係
で
、家
族

は
引
き
続
き
岐
阜
市
の
ア
パ
ー
ト

住
ま
い
で
、私
は
古
川
町
の
実
家

で
両
親
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。岐

阜
や
名
古
屋
な
ど
出
張
が
多
い
の

で
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
自
宅
へ
立

ち
寄
っ
た
り
、泊
ま
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

Ι
出
張
や
会
議
な
ど
、休
み
が
な

い
ほ
ど
忙
し
そ
う
で
す
が
？

　
こ
れ
も
よ
く
皆
さ
ん
に
心
配
さ

れ
る
ん
で
す（
笑
）。市
長
と
い
う

職
は
、決
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
や

休
み
が
な
い
の
で
や
り
く
り
が
必

要
で
す
が
、自
分
で
つ
い
日
程
を

入
れ
て
し
ま
い
、過
密
に
な
っ
て
自

分
の
首
を
絞
め
て
い
ま
す（
笑
）。

た
だ
、家
が
市
役
所
に
近
い
こ
と

も
あ
っ
て
、結
構
遅
起
き
で
、睡
眠

時
間
は
し
っ
か
り
取
っ
て
い
ま
す

の
で
、元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
心
配
な
く
。

Ι
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
こ
と

も
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ι
最
後
に
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
全
国
の
多
く
の
方
々
や
他
の
市

長
さ
ん
な
ど
か
ら
、「
飛
騨
市
は
い

い
と
こ
ろ
で
、資
源
も
多
く
て
羨

ま
し
い
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。実

際
に
こ
ん
な
に
可
能
性
の
あ
る
、

面
白
い
ま
ち
は
な
い
と
思
い
ま
す

し
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、自
分
の

ふ
る
さ
と
に
大
い
に
自
信
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、現
場
に
出
て
、皆
さ
ん

と
対
話
し
な
が
ら
、積
極
果
敢
に

新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、ど

ん
ど
ん
前
進
す
る
飛
騨
市
で
あ
る

よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
一
緒
に
こ
の
飛
騨
市
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。　

し
た
。予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

発
展
の
芽
が
あ
り
、勇
気
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鮎
釣
り
の

室
田
正
名
人
の
移
住
で
は
飛
騨
市

の
鮎
の
可
能
性
を
実
感
し
ま
し
た

し
、古
川
町
高
野
の
ス
キ
ー
場
跡

で
地
元
の
方
々
が
４
０
０
本
も
の

山
桜
を
植
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
、飛
騨
の
名
所
に
な
る
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。若
い
方
々
の
活

動
で
も
、神
岡
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
や
買
い
物
支
援
の
取
り
組
み

に
は
感
動
し
ま
し
た
。ま
ち
づ
く

り
そ
の
も
の
と
言
え
る
活
動
を
自

然
体
で
行
う
方
が
多
く
、市
民
の

皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
感
服
し
て
い

ま
す
。

Ι
市
長
は「
現
場
主
義
」と
い
う
こ

と
で
、よ
く
現
場
に
足
を
運
ん
で

い
ま
す
が
。

　
色
々
な
所
に
出
か
け
て
、自
分

の
目
で
見
て
、お
話
を
聞
か
な
い

と
気
が
済
ま
な
い
性
格
な
ん
で
す

よ
。現
場
に
行
っ
て
初
め
て
わ
か

る
こ
と
、現
場
の
方
々
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
多
い
で

す
。現
場
の
情
報
量
の
す
ご
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。ト
マ
ト

や
ほ
う
れ
ん
草
農
家
、製
造
業
の

工
場
、森
林
施
業
の
現
場
な
ど
が

印
象
的
で
し
た
。現
場
へ
行
く
と
、

市
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

り
ま
す
し
、新
た
な
施
策
の
ア
イ

デ
ィ
ア
も
浮
か
び
ま
す
。

飛
騨
市
長
に
就
任
し
て

　一年
を
振
り
返
る

　
就
任
か
ら一
年
を
迎
え
た
都
竹
市
長
。様
々
な
施
策
を
精
力

的
に
進
め
る
市
長
に
、就
任
か
ら一
年
の
振
り
返
り
を
語
って
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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みやがわ親雪まつり
２月25日（土）　宮川町

約300人が雪と親しむ

　飛騨まんが王国で「第27回みやがわ親雪まつり」が行わ
れ、町内外から約300人の来場者が訪れ雪遊びやバザーを
楽しみ、雪と親しみました。
　会場では、スノーモービルの乗車体験やスノーストラック
アウトなどのアトラクションのほか、地元の青年らによるバン
ド演奏も行われました。夕方になると、会場は約450個の
キャンドルが点灯され、会場を優しい光で包みました。
　イベントの最後には、約300発の打ち上げ花火が行われ、
冬の夜空を鮮やかに彩りました。

君の名は。×飛騨市ラッピングバス公開
２月27日（月）　市役所

飛騨と各地を結ぶ

街中では山車行列やパフォーマンスが行われました

賞状を手にする井端さん（左）と都竹市長 オープニングで行われたキャンドル点灯の様子

全国公平委員会連合会表彰伝達式
２月28日（火）　市長室

長年の功績をたたえる

　公平委員を16年務められた古川町の井端清秀さんが、全
国公平委員会連合会表彰を受け、２月28日には都竹市長か
ら表彰伝達が行われました。
　井端さんは平成12年４月から今日まで、公平委員会委員、
委員長として活動され、平成23年には公平委員会制度60周
年記念総務大臣表彰を受賞されるなど、委員会の適正かつ
公平な運営に尽力されています。今回の表彰は、この功績が
評価されたことによるものです。
　井端さんは「公平委員としての活動は、自分にとってよい
経験になりました」と話していました。

お披露目されたバスと関係者

　市は、大ヒットアニメ映画「君の名は。」の名場面などを
ラッピングした高速バスを公開し、２月27日にはお披露目式
を行いました。
　車両は左右側面と後部がラッピングされ、同映画の名場
面やキャラクター、ＪＲ飛騨古川駅などが描かれています。
　都竹市長は「素晴らしいバスに仕上がった。ファンの皆さ
んに楽しんでいただけると思う。ぜひこのバスに乗って飛騨
市に来ていただきたい」と話していました。
　このバスは来年３月末まで新宿、名古屋、岐阜、大阪の４
路線で運行されます。

飛騨神岡初金毘羅宵祭
２月25日（土）　神岡町

商売繁盛や家内安全を願って

　神岡町市街地で商売繁盛、家内安全を祈願するの冬の風
物詩「初金毘羅宵祭」が行われました。
　この祭りは、昭和29年に江戸消防記念会より江戸木遣唄
の伝授を受けた際、洞雲寺に記念額が献納されたのを記念
し、木遣りの指導を受けた当時の消防団員らが記念額を積
んだ山車を先頭に行列したのが始まりと云われています。
　この日は、地元企業や商店会、同級会やサークル団体など
の17団体が参加。四国の金刀比羅宮から持ち帰ったお札を
先頭に、創作山車やパフォーマンスを繰り広げながら、金毘
羅堂がある洞雲寺を目指して約２㌔を練り歩きました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


